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理
事
会
・
評
議
員
会
開
催

～
５
年
度
事
業
報
告
・
決
算
～

去
る
６
月

日
理
事
会
、
６
月

15

28

日
評
議
員
会
を
開
催
し
、
令
和
５
年

度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
に
つ
い

て
は
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

【
事
業
報
告
の
概
要
】

１

英
霊
顕
彰
運
動
の
推
進

・
岡
山
県
遺
族
代
表
者
大
会

県県

遺遺

族族

通通

信信

令
和
５
年

月
11

日
、
岡
山
市
立

25市
民
文
化
ホ
ー
ル

で
実
施
。

参
加
者

六
百
三
十
人

・
全
国
戦
没
者
遺

族
大
会

月

日
、
東
京
・
自
由
民
主
会

12

14

館
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
当
連
盟
か

ら
役
員
を
派
遣
し
大
会
終
了
後
国
会

陳
情
を
行
っ
た
。

・
春
秋
の
岡
山
県
戦
没
者
慰
霊
祭

春
秋
の
慰
霊
行
事
に
奉
仕
者
を
派
遣
。

ま
た
、
参
列
者
に
記
念
品
（
吉
備
団

子
）
を
贈
っ
た
。

＊
春

１
，
７
０
０
箱

＊
秋

１
，
５
０
０
箱

・
旧
岡
山
陸
軍
墓
地
彼
岸
祭

九
月
と
三
月
に
催
行
さ
れ
、
理
事

長
が
参
列
し
た
。

・
全
国
戦
没
者
追
悼
式

本
県
代
表

名
の
派
遣
を
予
定

59

し
て
い
た
が
、
台
風
襲
来
の
た
め

参
列
を
断
念
し
た
。

・
戦
没
者
遺
族
慰
霊
研
修
事
業

４
年
ぶ
り
に
慰
霊
研
修
を
実
施
。

参
加
者

名
42

・「
岡
山
の
塔
」
戦
没
者
追
悼
式
／

沖
縄
戦
跡
慰
霊
巡
拝
事
業

日
数
及
び
人
数
を
制
限
す
る
こ
と

な
く
実
施

参
加
者

名
67

・
沖
縄
平
和
祈
願
慰
霊
大
行
進
へ
の

参
加
者
派
遣

９
名
派
遣

・
慰
霊
友
好
親
善
事
業

５
地
域

名
派
遣

16

・
政
府
主
催
慰
霊
巡
拝
事
業

２
地
域
３
名
派
遣

・
遺
骨
帰
還
事
業

パ
ラ
オ
諸
島
に
１
名
派
遣

・
日
本
遺
族
会
主
催
の
戦
跡
慰
霊
巡

拝
事
業
（
参
加
者
無
し
）

２

処
遇
改
善
運
動
の
推
進

・
岡
山
県
遺
族
代
表
者
大
会
や
全
国

遺
族
大
会
を
通
じ
て
、
県
や
国
に
要

望
活
動
を
行
っ
た
。

３

組
織
の
充
実
強
化

・
女
性
部
・
青
年
部
研
修
会

「
平
和
の
語
り
部
事
業
」
を
テ
ー

マ
に
実
施
し
た
。
参
加
者

名
37

・
合
同
研
修
会

大
阪
方
面
で
４
年
ぶ
り
に
実
施

参
加
者

名
38

・
日
本
遺
族
会
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
会
議

本
県
で

月

～

日
、
県
連
盟

10

17

18

役
員
９
名
を
含
む
総
勢

名
の
参
加

47

を
得
て
実
施
。

・
県
遺
族
通
信
の
発
行

４
月
と
９
月
の
年
２
回
発
行
。

・
高
齢
者
の
福
祉
充
実
に
関
す
る
事
業

＊
百
歳
長
寿
の
祝
い

５
名

＊
一
人
暮
ら
し
妻
慰
問

名
10

４

岡
山
平
和
祈
念
館

＊
遺
影

７
，
８
０
０
件

＊
遺
品

５
０
０
件

＊
入
館
者
数

１
，
９
６
６
人

５

各
種
会
議

・
常
任
理
事
会

３
回

・
理
事
会

４
回

・
評
議
員
会

２
回

・
監
査
会

１
回

・
女
性
部
会
議

１
回

・
女
性
部
幹
事
会

２
回

全
国
戦
没
者
遺
族
代
表
者
会

議
へ
の
参
加

～
要
望
事
項
実
現
を
目
指
し
て
～

日
本
遺
族
会
は
、
７
月

日
26

に
参
議
院
議
員
会
館
講
堂
で
、
来

年
４
月
に
最
終
償
還
を
迎
え
る

「
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特

別
弔
慰
金
」
の
継
続
・
増
額
、

「
平
和
の
語
り
部
」
事
業
の
拡
充

強
化
等
の
要
望
事
項
が
、
政
府
予

算
の
概
算
要
求
に
完
全
実
現
す
る

よ
う
、
自
由
民
主
党
所
属
の
衆
・

参
国
会
議
員
の
先
生
方
を
来
賓
に

招
い
て
全
国
戦
没
者
遺
族
代
表
者

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
県
か
ら
大
月
理
事
長
や
三
宅

副
理
事
長
ら

名
を
派
遣
し
、
会

3

議
終
了
後
、
地
元
選
出
の
自
民
党

衆
参
国
会
議
員
に
遺
族
会
の
要
望

事
項
の
実
現
を
要
請
し
ま
し
た
。

発行 :一般財団法人

岡山県遺族連盟

（086）271-7175

令和6年９月20日

No.7

- 4 -

語
り
部
活
動
の
実
施

～
岡
山
平
和
祈
念
館
に
て
～

県
連
盟
で
は
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、

平
和
の
尊
さ
を
身
を
も
っ
て
体
験

し
た
戦
没
者
遺
族
の
貴
重
な
記
憶

を
次
世
代
へ
伝
承
す
る
た
め
、
日

本
遺
族
会
の
推
進
す
る
「
平
和
の

語
り
部
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
５
月

日(

金)

に

10

平
和
学
習
で
岡
山
平
和
祈
念
館
に
来

館
し
た
邑
久
中
学
校
３
年
生
百
六
十

五
人
を
対
象
に
「
平
和
の
語
り
部
」

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

最
初
に
三
宅
禎
浩
平
和
祈
念
館
館

長
が
祈
念
館
の
説
明
と
ご
自
身
の
体

験
を
お
話
し
し
ま
し
た
。
続
い
て
、

波
多
豊
子
女
性
部
長
が
「
戦
後
を
生

き
て
」
と
題
し
て
、
戦
地
か
ら
送
ら

れ
て
来
た
父
か
ら
の
ハ
ガ
キ
や
戦
後

の
母
と
の
厳
し
い
生
活
な
ど
を
紹
介

し
な
が
ら
、
平
和
の
大
切
さ
を
訴
え

ま
し
た
。

県
連
盟
と
し
て
は
、
今
後
と
も
岡

山
平
和
祈
念
館
を
「
平
和
の
語
り

部
事
業
」
の
拠
点
と
し
て
、
遺
族

の
貴
重
な
体
験
や
記
憶
を
伝
承
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

岡
山
県
戦
没
者
慰
霊
祭

春
季
慰
霊
祭
は
、
去
る

月

日
、

5

5

県
護
國
神
社
で
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を

講
じ
た
上
で
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

岡
山
県
副
知
事
を
は
じ
め
と
す
る

多
く
の
ご
来
賓
と
県
下
各
地
の
遺
族

な
ど
約
八
百
人
の
参
列
者
が
、
戦
没

者
の
御
霊
へ
の
感
謝
と
恒
久
平
和
の

実
現
を
祈
り
ま
し
た
。

来
る

月

日
開
催
予
定
の
秋
季

10

5

慰
霊
祭
、
そ
し
て
翌

日
の
県
護
國

6

神
社
慰
霊
大
祭
も
通
常
ど
お
り
催
行

さ
れ
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
様
に
ご

参
列
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

倉
敷
護
國
神
社
春
の
慰
霊

祭
を
開
催

倉
敷
市
遺
族
連
合
会
で
は
、
旧
倉

敷
地
区
の
出
身
の
三
千
四
百
余
柱
の

英
霊
に
感
謝
の
誠
を
捧
げ
る
た
め
、

４
月

日
、
阿
智
神
社
境
内
に
あ
る

21

「
倉
敷
護
國
神
社
」
に
お
い
て
春
の

慰
霊
祭
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
当
日

は
、
各
学
区
会
長
や
女
性
部
長
ら
合

計

名
が
参
加
し
盛
大
に
実
施
す
る

60
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
靖
國
カ
レ
ン
ダ
ー
」

～
令
和
７
年
版
申
込
受
付
中
～

令
和
７
年
版
か
ら
印
刷
費
の
値
上

が
り
等
の
た
め
、
販
売
金
額
が
値
上

が
り
し
て
お
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご

家
庭
に
掲
げ
て
ご
活
用
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

■
サ
イ
ズ
縦

×

横

･

42

29

7
cm

■
中
綴
じ
タ
イ
プ

カ
ラ
ー
写
真

■
窓
口
販
売

７
０
０
円
／
部

■
注
文
販
売
（
送
料
無
料
）

・
１
０
０
部
未
満
６
０
０
円
／
部

・
１
０
０
部
以
上
５
５
０
円
／
部

■
申
込
先

英
霊
に
こ
た
え
る
会
岡

山
県
本
部
（
護
國
神
社
内
）

電
話:

-

２-

３
０

0
8
6

2
7

1
7

遺
族
会
の
動
き

［
令
和
６
年

月
］

9

日

岡
山
陸
軍
墓
地
秋
季
彼
岸
祭

19

（
岡
山
市
北
区
津
高
）

日

備
前
市
戦
没
者
追
悼
式

21

（
備
前
市
市
民
セ
ン
タ
ー
）

日

県
連
盟
常
任
理
事
会

26

（
岡
山
平
和
祈
念
館
）

日

玉
野
市
戦
没
者
追
悼
式

27

（
玉
野
市
総
合
体
育
館
）

［
令
和
６
年

月
］

10

日

県
戦
没
者
秋
季
慰
霊
祭

5

（
護
國
神
社
）

日

県
護
國
神
社
秋
季
慰
霊
大
祭

6

（
護
國
神
社
）

６
～
７
日

日
本
遺
族
会
中
国
四

国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
高
知
市
）

日

津
山
市
戦
没
者
追
悼
式

17

（
津
山
総
合
体
育
館
）

日

県
連
盟
理
事
会

31

（
県
連
盟
大
会
議
室
）

［
令
和
６
年

月
］

11

６~

８
日
「
岡
山
の
塔
」
戦
没
者
追

悼
式
／
沖
縄
戦
跡
慰
霊
巡
拝

日

岡
山
県
遺
族
代
表
者
大
会

30（
岡
山
芸
術
創
造
劇
場
ハ
レ
ノ
ワ
）

【
編
集
後
記
】

昨
年
は
台
風
襲
来
で
全
国
戦
没
者
追
悼

式
に
参
列
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年

は
、
無
事
に
参
列
で
き
ま
し
た
。
岡
山
県

の
席
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
お
側
近
く

で
、
皆
さ
ん
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

遺
族
通
信
は
、
皆
様
の
情
報
発
信
に
も

活
用
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
増
本
）
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全
国
戦
没
者
追
悼
式

～
２
年
ぶ
り
に
参
列
～

終
戦
か
ら

年
目
を
迎
え
た
八
月

79

十
五
日
、
日
本
武
道
館
で
政
府
主
催

の
全
国
戦
没
者
追
悼
式
が
挙
行
さ
れ
、

岡
山
県
か
ら
は
県
連
盟
の
大
月
健
一

理
事
長
を
は
じ
め
、
遺
族
代
表

名
60

が
参
列
し
ま
し
た
。

（
岡
山
県
参
列
遺
族
席
の
様
子
）

献
花
は
、
岡
山
県
参
列
者
中
で

最
高
齢
の
服
部
晃
一(

歳)

さ
ん

89

が
行
い
ま
し
た
。

県
連
盟
合
同
研
修
会
を
開
催

県
連
盟
は
岡
山
県
の
補
助
を
受
け

て
、
令
和
６
年
度
合
同
研
修
会
を
５

月

日(

火)

か
ら
２
日
間
山
口
方
面

28
で
三
宅
副
理
事
長
を
は
じ
め

名
が

31

参
加
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

初
日
は
、
人
間
魚
雷
「
回
天
」
の

訓
練
基
地
と
発
射
基
地
の
あ
っ
た
周

南
市
大
津
島
に
渡
り
、
隊
員
の
遺
影

や
遺
品
な
ど
を
展
示
す
る
「
回
天
記

念
館
」
や
訓
練
基
地
跡
を
見
学
。

翌

日(

水)

は
、
山
口
縣
護
國
神

29

社
の
正
式
参
拝
、
続
い
て
本
県
出
身

の
画
聖
・
雪
舟
ゆ
か
り
の
常
栄
寺

「
雪
舟
庭
」
等
を
見
学
し
、
帰
路
に

つ
き
ま
し
た
。

（
山
口
縣
護
国
神
社
に
て
記
念
撮
影
）

戦
没
者
遺
族
慰
霊
研
修
事
業

～
靖
國
神
社
み
た
ま
ま
つ
り
へ
～

県
連
盟
は
７
月

日(

火)

か
ら

16

17

日(

水)

に
か
け
て
、
靖
國
神
社
の
み

た
ま
ま
つ
り
に
あ
わ
せ
、
岡
山
県
の

補
助
を
受
け
令
和
６
年
度
戦
没
者
遺

族
慰
霊
研
修
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者

名
は
、
初
日
に
靖
國

51

神
社
及
び
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
の

集
団
参
拝
を
行
い
ま
し
た
。

（
靖
國
神
社
に
て
記
念
撮
影
）

翌

日
は
、
九
段
会
館
テ
ラ
ス
の

17

日
本
遺
族
会
会
議
室
に
て
、
元
海
上

幕
僚
長
で
、
英
霊
に
こ
た
え
る
会
会

長
の
古
庄
幸
一
氏
を
講
師
に
迎
え
、

英
霊
顕
彰
等
に
つ
い
て
講
演
を
受
け

ま
し
た
。
講
演
後
、
遺
骨
収
集
等
の

質
問
が
相
次
ぎ
、
実
り
あ
る
研
修
会

と
な
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
隣
接
す
る
昭
和
館
を
見

学
し
て
２
日
間
の
研
修
を
終
え
帰
郷

し
ま
し
た
。

戦
没
者
遺
骨
の
身
元
特
定

の
た
め
の

鑑
定
申

D
N
A

請
の
ご
案
内

厚
生
労
働
省
で
は
、

鑑
定

D
N
A

に
よ
り
戦
没
者
の
ご
遺
骨
の
身
元
を

特
定
し
て
ご
遺
族
へ
返
還
す
る
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
対
象
地
域

硫
黄
島
、
イ
ン
ド
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
沖
縄
、
樺
太
、
旧
ソ
連
等

（
旧
ソ
連
、
モ
ン
ゴ
ル
）、
タ
イ
、
中
部
太

平
洋
地
域
（
ウ
エ
ー
ク
島
、
ギ
ル
バ
ー
ト
諸

島
、
ツ
バ
ル
、
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
、
パ
ラ
オ
諸

島
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、

メ
レ
ヨ
ン
島
）、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ノ

モ
ン
ハ
ン
、
ビ
ス
マ
ー
ク
・
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

■
申
請
で
き
る
方
、
申
請
方
法
、
費

用
な
ど
、
詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省

社
会
・
援
護
局
事
業
課

戦
没
者
遺

骨
鑑
定
推
進
室(

直
通
電
話
：

-
-

)
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。
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戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友

好
親
善
事
業
の
ご
案
内

～
実
質
今
年
度
で
終
了
予
定
～

日
本
遺
族
会
で
は
、
厚
生
労
働
省

か
ら
補
助
を
受
け
て
、
戦
没
者
遺
児

に
対
す
る
慰
藉
の
一
環
と
し
て
、
一

度
は
亡
き
父
等
の
眠
る
地
に
赴
き
慰

霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
現
地
の

方
々
と
の
友
好
親
善
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
慰
霊
友
好
親
善
事

業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
令
和
７
年
度
は
、
洋
上

慰
霊
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
地
域
の
み
実

施
す
る
予
定
で
す
の
で
、
他
の
主

要
戦
域
に
つ
い
て
は
本
年
度
が
最

後
の
実
施
と
な
り
ま
す
。

■
今
後
実
施
予
定
地
域
・
実
施
時
期

等
（
下
表
の
と
お
り
）

■
参
加
資
格
：
戦
没
者
の
遺
児

た
だ
し
、
今
回
実
施
す
る
地
域

以
外
の
方
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

■
参
加
費
：

万
円

10

■
付
添
者
：
戦
没
者
の
孫
、
ひ
孫
、

甥
、
姪
が
遺
児
に
同
行
す
る
場
合

は
、
旧
戦
域
で
の
旅
行
費
用
（
実

費
）
に
対
す
る

分
の
１
補
助
が

3

国
よ
り
受
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
日
程
等
の
詳
細
や
お
申
込
み
に
つ
き

ま
し
て
は
、
県
連
盟
事
務
局
（
T
E
L

:
-

-

）
ま
で
。

0
8
6
2
7
1
7
1
7
5

令
和
７
年
度
「
洋
上
慰
霊
」

の
ご
案
内

日
本
遺
族
会
で
は
、
終
戦

年
80

並
び
に
慰
霊
友
好
親
善
事
業
実
施

周
年
を
迎
え
る
来
年
度
は
、

35「
洋
上
慰
霊
」
を
実
施(

予
定)

す

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

■
参
加
資
格
：
先
の
大
戦
に
お
い

て
父
等
を
海
域
で
亡
く
さ
れ
た
戦

没
者
の
遺
児
を
優
先
す
る
。

■
選
考
基
準
：
日
本
遺
族
会
の
選

考
基
準
に
よ
る
。

■
参
加
費
：
１
０
万
円

※
過
去
に
同
事
業
に
参
加
さ
れ
た

方
は
、
別
途
協
力
金
必
要
。

■
実
施
時
期
：
令
和
７
年
６
月
３

日
（
火
）
～
６
月

日
（
金
）

13

■
募
集
人
員
：
各
都
道
府
県
原
則

７
名
程
度

計
約
３
０
０
名

■
集
合
・
解
散
：
兵
庫
県
神
戸
市

■
日
程
等
の
詳
細
や
お
申
込
み
に
つ
き

ま
し
て
は
、
県
連
盟
事
務
局
（
T
E
L

:
-

-

）
ま
で
。

0
8
6
2
7
1
7
1
7
5

「

岡
山
の
塔
」
戦
没
者
追

悼
式
／
沖
縄
戦
跡
慰
霊
巡

拝

～
参
加
者
募
集
中
～

今
日
の
平
和
の
礎
と
な
ら
れ
た
戦

没
者
に
感
謝
の
誠
を
捧
げ
る
と
共
に
、

平
和
祈
念
と
戦
没
者
遺
族
の
心
の
安

ら
ぎ
を
図
る
た
め
、
県
の
補
助
に
よ

り
県
連
盟
主
催
で
毎
年

月
に
実
施

11

し
て
い
る
「
岡
山
の
塔
」
戦
没
者
追

悼
式
／
沖
縄
戦
跡
慰
霊
巡
拝
の
参
加

者
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

■
募
集
人
員
：

名(

予
定)
70

■
主
な
行
程

■
旅
行
代
金
：
５
万
８
千
円
（
２
～

３
名
１
室
基
本
）

■
申
込
締
切
：

月
４
日
（
金
）

10

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

※
日
程
等
の
詳
細
や
お
申
込
み
は
、

県
連
盟
事
務
局
（

:
-

T
E
L

0
8
6

-

）
ま
で
。

2
7
1

7
1
7
5

実施地域 実施時期 募集締切 募集人員 実施地域 実施時期 募集締切 募集人員

ソロモン諸島 
11⽉24⽇(⽇)〜
12⽉1⽇(⽇）

9⽉24⽇ 40人 ギルバート諸島
2⽉28⽇(⾦)〜
3⽉8⽇(土）

12⽉25⽇ 20人

台湾・バシー海峡
1⽉17⽇(⾦)〜
1⽉23⽇(木）

11⽉15⽇ 40人 マーシャル諸島
3⽉1⽇(土)〜
3⽉9⽇(⽇）

11⽉1⽇ 20人

⻄部ニューギニア（特定地域）
2⽉3⽇(⽉)〜
2⽉12⽇(水）

12⽉3⽇ 36人 フィリピン（２次） 
3⽉11⽇(⽕)〜
3⽉18⽇(⽕）

1⽉10⽇ 120人

東部ニューギニア（マダン、ウエワ
ク、ポイキン、ブーツ、ポポンデッ
タ、ギルワ）

2⽉14⽇(⾦)〜
2⽉21⽇(⾦）

12⽉13⽇ 36人
中国（北京、鄭州、太原、上海、南
京、武漢、岳陽、⻑沙、龍陵、騰越、
拉猛）

3⽉21⽇(⾦)〜
3⽉29⽇(土）

1⽉20⽇ 80人

タイ(バンコク、カンチャナブリ、
チェンマイ、アンポパイ、メーホー
ソン）

2⽉20⽇(木)〜
2⽉27⽇(木）

12⽉20⽇ 36人
※旧ソ連、旧満州、ミャンマー、中国地域は、実施困難な状況にあることを
ご承知おき願います。



- 2 -

全
国
戦
没
者
追
悼
式

～
２
年
ぶ
り
に
参
列
～

終
戦
か
ら

年
目
を
迎
え
た
八
月

79

十
五
日
、
日
本
武
道
館
で
政
府
主
催

の
全
国
戦
没
者
追
悼
式
が
挙
行
さ
れ
、

岡
山
県
か
ら
は
県
連
盟
の
大
月
健
一

理
事
長
を
は
じ
め
、
遺
族
代
表

名
60

が
参
列
し
ま
し
た
。

（
岡
山
県
参
列
遺
族
席
の
様
子
）

献
花
は
、
岡
山
県
参
列
者
中
で

最
高
齢
の
服
部
晃
一(

歳)

さ
ん

89

が
行
い
ま
し
た
。

県
連
盟
合
同
研
修
会
を
開
催

県
連
盟
は
岡
山
県
の
補
助
を
受
け

て
、
令
和
６
年
度
合
同
研
修
会
を
５

月

日(

火)

か
ら
２
日
間
山
口
方
面

28
で
三
宅
副
理
事
長
を
は
じ
め

名
が

31

参
加
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

初
日
は
、
人
間
魚
雷
「
回
天
」
の

訓
練
基
地
と
発
射
基
地
の
あ
っ
た
周

南
市
大
津
島
に
渡
り
、
隊
員
の
遺
影

や
遺
品
な
ど
を
展
示
す
る
「
回
天
記

念
館
」
や
訓
練
基
地
跡
を
見
学
。

翌

日(

水)

は
、
山
口
縣
護
國
神

29

社
の
正
式
参
拝
、
続
い
て
本
県
出
身

の
画
聖
・
雪
舟
ゆ
か
り
の
常
栄
寺

「
雪
舟
庭
」
等
を
見
学
し
、
帰
路
に

つ
き
ま
し
た
。

（
山
口
縣
護
国
神
社
に
て
記
念
撮
影
）

戦
没
者
遺
族
慰
霊
研
修
事
業

～
靖
國
神
社
み
た
ま
ま
つ
り
へ
～

県
連
盟
は
７
月

日(

火)

か
ら

16

17

日(

水)

に
か
け
て
、
靖
國
神
社
の
み

た
ま
ま
つ
り
に
あ
わ
せ
、
岡
山
県
の

補
助
を
受
け
令
和
６
年
度
戦
没
者
遺

族
慰
霊
研
修
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者

名
は
、
初
日
に
靖
國

51

神
社
及
び
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
の

集
団
参
拝
を
行
い
ま
し
た
。

（
靖
國
神
社
に
て
記
念
撮
影
）

翌

日
は
、
九
段
会
館
テ
ラ
ス
の

17

日
本
遺
族
会
会
議
室
に
て
、
元
海
上

幕
僚
長
で
、
英
霊
に
こ
た
え
る
会
会

長
の
古
庄
幸
一
氏
を
講
師
に
迎
え
、

英
霊
顕
彰
等
に
つ
い
て
講
演
を
受
け

ま
し
た
。
講
演
後
、
遺
骨
収
集
等
の

質
問
が
相
次
ぎ
、
実
り
あ
る
研
修
会

と
な
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
隣
接
す
る
昭
和
館
を
見

学
し
て
２
日
間
の
研
修
を
終
え
帰
郷

し
ま
し
た
。

戦
没
者
遺
骨
の
身
元
特
定

の
た
め
の

鑑
定
申

D
N
A

請
の
ご
案
内

厚
生
労
働
省
で
は
、

鑑
定

D
N
A

に
よ
り
戦
没
者
の
ご
遺
骨
の
身
元
を

特
定
し
て
ご
遺
族
へ
返
還
す
る
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
対
象
地
域
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島
、
イ
ン
ド
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
沖
縄
、
樺
太
、
旧
ソ
連
等
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旧
ソ
連
、
モ
ン
ゴ
ル
）、
タ
イ
、
中
部
太

平
洋
地
域
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ウ
エ
ー
ク
島
、
ギ
ル
バ
ー
ト
諸

島
、
ツ
バ
ル
、
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
、
パ
ラ
オ
諸

島
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、

メ
レ
ヨ
ン
島
）、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ノ

モ
ン
ハ
ン
、
ビ
ス
マ
ー
ク
・
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

■
申
請
で
き
る
方
、
申
請
方
法
、
費

用
な
ど
、
詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省

社
会
・
援
護
局
事
業
課

戦
没
者
遺

骨
鑑
定
推
進
室(

直
通
電
話
：

-
-

)
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お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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了
予
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会
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生
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働
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か
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補
助
を
受
け
て
、
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遺
児

に
対
す
る
慰
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の
一
環
と
し
て
、
一

度
は
亡
き
父
等
の
眠
る
地
に
赴
き
慰

霊
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悼
を
行
う
と
と
も
に
、
現
地
の

方
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と
の
友
好
親
善
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
慰
霊
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好
親
善
事

業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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お
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和
７
年
度
は
、
洋
上

慰
霊
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
地
域
の
み
実

施
す
る
予
定
で
す
の
で
、
他
の
主

要
戦
域
に
つ
い
て
は
本
年
度
が
最

後
の
実
施
と
な
り
ま
す
。

■
今
後
実
施
予
定
地
域
・
実
施
時
期

等
（
下
表
の
と
お
り
）

■
参
加
資
格
：
戦
没
者
の
遺
児

た
だ
し
、
今
回
実
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す
る
地
域

以
外
の
方
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。
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参
加
費
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万
円
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添
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：
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没
者
の
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、
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孫
、
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、
姪
が
遺
児
に
同
行
す
る
場
合

は
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旧
戦
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で
の
旅
行
費
用
（
実

費
）
に
対
す
る

分
の
１
補
助
が

3

国
よ
り
受
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
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い
ま
す
。
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程
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や
お
申
込
み
に
つ
き

ま
し
て
は
、
県
連
盟
事
務
局
（
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本
遺
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終
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年
80

並
び
に
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好
親
善
事
業
実
施
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年
を
迎
え
る
来
年
度
は
、

35「
洋
上
慰
霊
」
を
実
施(

予
定)

す

る
こ
と
と
し
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り
ま
す
。

■
参
加
資
格
：
先
の
大
戦
に
お
い

て
父
等
を
海
域
で
亡
く
さ
れ
た
戦

没
者
の
遺
児
を
優
先
す
る
。

■
選
考
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準
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日
本
遺
族
会
の
選

考
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に
よ
る
。

■
参
加
費
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１
０
万
円

※
過
去
に
同
事
業
に
参
加
さ
れ
た

方
は
、
別
途
協
力
金
必
要
。

■
実
施
時
期
：
令
和
７
年
６
月
３

日
（
火
）
～
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月

日
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金
）
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■
募
集
人
員
：
各
都
道
府
県
原
則

７
名
程
度

計
約
３
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名
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・
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散
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神
戸
市
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局
（
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で
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山
の
塔
」
戦
没
者
追

悼
式
／
沖
縄
戦
跡
慰
霊
巡

拝

～
参
加
者
募
集
中
～

今
日
の
平
和
の
礎
と
な
ら
れ
た
戦

没
者
に
感
謝
の
誠
を
捧
げ
る
と
共
に
、

平
和
祈
念
と
戦
没
者
遺
族
の
心
の
安

ら
ぎ
を
図
る
た
め
、
県
の
補
助
に
よ

り
県
連
盟
主
催
で
毎
年

月
に
実
施
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し
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る
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山
の
塔
」
戦
没
者
追

悼
式
／
沖
縄
戦
跡
慰
霊
巡
拝
の
参
加

者
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

■
募
集
人
員
：

名(

予
定)

70

■
主
な
行
程

■
旅
行
代
金
：
５
万
８
千
円
（
２
～

３
名
１
室
基
本
）

■
申
込
締
切
：

月
４
日
（
金
）

10

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

※
日
程
等
の
詳
細
や
お
申
込
み
は
、

県
連
盟
事
務
局
（
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-

）
ま
で
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実施地域 実施時期 募集締切 募集人員 実施地域 実施時期 募集締切 募集人員

ソロモン諸島 
11⽉24⽇(⽇)〜
12⽉1⽇(⽇）

9⽉24⽇ 40人 ギルバート諸島
2⽉28⽇(⾦)〜
3⽉8⽇(土）

12⽉25⽇ 20人

台湾・バシー海峡
1⽉17⽇(⾦)〜
1⽉23⽇(木）

11⽉15⽇ 40人 マーシャル諸島
3⽉1⽇(土)〜
3⽉9⽇(⽇）

11⽉1⽇ 20人

⻄部ニューギニア（特定地域）
2⽉3⽇(⽉)〜
2⽉12⽇(水）

12⽉3⽇ 36人 フィリピン（２次） 
3⽉11⽇(⽕)〜
3⽉18⽇(⽕）

1⽉10⽇ 120人

東部ニューギニア（マダン、ウエワ
ク、ポイキン、ブーツ、ポポンデッ
タ、ギルワ）

2⽉14⽇(⾦)〜
2⽉21⽇(⾦）

12⽉13⽇ 36人
中国（北京、鄭州、太原、上海、南
京、武漢、岳陽、⻑沙、龍陵、騰越、
拉猛）

3⽉21⽇(⾦)〜
3⽉29⽇(土）

1⽉20⽇ 80人

タイ(バンコク、カンチャナブリ、
チェンマイ、アンポパイ、メーホー
ソン）

2⽉20⽇(木)〜
2⽉27⽇(木）

12⽉20⽇ 36人
※旧ソ連、旧満州、ミャンマー、中国地域は、実施困難な状況にあることを
ご承知おき願います。
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理
事
会
・
評
議
員
会
開
催

～
５
年
度
事
業
報
告
・
決
算
～

去
る
６
月

日
理
事
会
、
６
月

15

28

日
評
議
員
会
を
開
催
し
、
令
和
５
年

度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
に
つ
い

て
は
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

【
事
業
報
告
の
概
要
】

１

英
霊
顕
彰
運
動
の
推
進

・
岡
山
県
遺
族
代
表
者
大
会

県県

遺遺

族族

通通

信信

令
和
５
年

月
11

日
、
岡
山
市
立

25市
民
文
化
ホ
ー
ル

で
実
施
。

参
加
者

六
百
三
十
人

・
全
国
戦
没
者
遺

族
大
会

月

日
、
東
京
・
自
由
民
主
会

12

14

館
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
当
連
盟
か

ら
役
員
を
派
遣
し
大
会
終
了
後
国
会

陳
情
を
行
っ
た
。

・
春
秋
の
岡
山
県
戦
没
者
慰
霊
祭

春
秋
の
慰
霊
行
事
に
奉
仕
者
を
派
遣
。

ま
た
、
参
列
者
に
記
念
品
（
吉
備
団

子
）
を
贈
っ
た
。

＊
春

１
，
７
０
０
箱

＊
秋

１
，
５
０
０
箱

・
旧
岡
山
陸
軍
墓
地
彼
岸
祭

九
月
と
三
月
に
催
行
さ
れ
、
理
事

長
が
参
列
し
た
。

・
全
国
戦
没
者
追
悼
式

本
県
代
表

名
の
派
遣
を
予
定

59

し
て
い
た
が
、
台
風
襲
来
の
た
め

参
列
を
断
念
し
た
。

・
戦
没
者
遺
族
慰
霊
研
修
事
業

４
年
ぶ
り
に
慰
霊
研
修
を
実
施
。

参
加
者

名
42

・「
岡
山
の
塔
」
戦
没
者
追
悼
式
／

沖
縄
戦
跡
慰
霊
巡
拝
事
業

日
数
及
び
人
数
を
制
限
す
る
こ
と

な
く
実
施

参
加
者

名
67

・
沖
縄
平
和
祈
願
慰
霊
大
行
進
へ
の

参
加
者
派
遣

９
名
派
遣

・
慰
霊
友
好
親
善
事
業

５
地
域

名
派
遣

16

・
政
府
主
催
慰
霊
巡
拝
事
業

２
地
域
３
名
派
遣

・
遺
骨
帰
還
事
業

パ
ラ
オ
諸
島
に
１
名
派
遣

・
日
本
遺
族
会
主
催
の
戦
跡
慰
霊
巡

拝
事
業
（
参
加
者
無
し
）

２

処
遇
改
善
運
動
の
推
進

・
岡
山
県
遺
族
代
表
者
大
会
や
全
国

遺
族
大
会
を
通
じ
て
、
県
や
国
に
要

望
活
動
を
行
っ
た
。

３

組
織
の
充
実
強
化

・
女
性
部
・
青
年
部
研
修
会

「
平
和
の
語
り
部
事
業
」
を
テ
ー

マ
に
実
施
し
た
。
参
加
者

名
37

・
合
同
研
修
会

大
阪
方
面
で
４
年
ぶ
り
に
実
施

参
加
者

名
38

・
日
本
遺
族
会
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
会
議

本
県
で

月

～

日
、
県
連
盟

10

17

18

役
員
９
名
を
含
む
総
勢

名
の
参
加

47

を
得
て
実
施
。

・
県
遺
族
通
信
の
発
行

４
月
と
９
月
の
年
２
回
発
行
。

・
高
齢
者
の
福
祉
充
実
に
関
す
る
事
業

＊
百
歳
長
寿
の
祝
い

５
名

＊
一
人
暮
ら
し
妻
慰
問

名
10

４

岡
山
平
和
祈
念
館

＊
遺
影

７
，
８
０
０
件

＊
遺
品

５
０
０
件

＊
入
館
者
数

１
，
９
６
６
人

５

各
種
会
議

・
常
任
理
事
会

３
回

・
理
事
会

４
回

・
評
議
員
会

２
回

・
監
査
会

１
回

・
女
性
部
会
議

１
回

・
女
性
部
幹
事
会

２
回

全
国
戦
没
者
遺
族
代
表
者
会

議
へ
の
参
加

～
要
望
事
項
実
現
を
目
指
し
て
～

日
本
遺
族
会
は
、
７
月

日
26

に
参
議
院
議
員
会
館
講
堂
で
、
来

年
４
月
に
最
終
償
還
を
迎
え
る

「
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特

別
弔
慰
金
」
の
継
続
・
増
額
、

「
平
和
の
語
り
部
」
事
業
の
拡
充

強
化
等
の
要
望
事
項
が
、
政
府
予

算
の
概
算
要
求
に
完
全
実
現
す
る

よ
う
、
自
由
民
主
党
所
属
の
衆
・

参
国
会
議
員
の
先
生
方
を
来
賓
に

招
い
て
全
国
戦
没
者
遺
族
代
表
者

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
県
か
ら
大
月
理
事
長
や
三
宅

副
理
事
長
ら

名
を
派
遣
し
、
会

3

議
終
了
後
、
地
元
選
出
の
自
民
党

衆
参
国
会
議
員
に
遺
族
会
の
要
望

事
項
の
実
現
を
要
請
し
ま
し
た
。
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語
り
部
活
動
の
実
施

～
岡
山
平
和
祈
念
館
に
て
～

県
連
盟
で
は
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、

平
和
の
尊
さ
を
身
を
も
っ
て
体
験

し
た
戦
没
者
遺
族
の
貴
重
な
記
憶

を
次
世
代
へ
伝
承
す
る
た
め
、
日

本
遺
族
会
の
推
進
す
る
「
平
和
の

語
り
部
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
５
月

日(
金)
に

10

平
和
学
習
で
岡
山
平
和
祈
念
館
に
来

館
し
た
邑
久
中
学
校
３
年
生
百
六
十

五
人
を
対
象
に
「
平
和
の
語
り
部
」

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

最
初
に
三
宅
禎
浩
平
和
祈
念
館
館

長
が
祈
念
館
の
説
明
と
ご
自
身
の
体

験
を
お
話
し
し
ま
し
た
。
続
い
て
、

波
多
豊
子
女
性
部
長
が
「
戦
後
を
生

き
て
」
と
題
し
て
、
戦
地
か
ら
送
ら

れ
て
来
た
父
か
ら
の
ハ
ガ
キ
や
戦
後

の
母
と
の
厳
し
い
生
活
な
ど
を
紹
介

し
な
が
ら
、
平
和
の
大
切
さ
を
訴
え

ま
し
た
。

県
連
盟
と
し
て
は
、
今
後
と
も
岡

山
平
和
祈
念
館
を
「
平
和
の
語
り

部
事
業
」
の
拠
点
と
し
て
、
遺
族

の
貴
重
な
体
験
や
記
憶
を
伝
承
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

岡
山
県
戦
没
者
慰
霊
祭

春
季
慰
霊
祭
は
、
去
る

月

日
、

5

5

県
護
國
神
社
で
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を

講
じ
た
上
で
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

岡
山
県
副
知
事
を
は
じ
め
と
す
る

多
く
の
ご
来
賓
と
県
下
各
地
の
遺
族

な
ど
約
八
百
人
の
参
列
者
が
、
戦
没

者
の
御
霊
へ
の
感
謝
と
恒
久
平
和
の

実
現
を
祈
り
ま
し
た
。

来
る

月

日
開
催
予
定
の
秋
季

10

5

慰
霊
祭
、
そ
し
て
翌

日
の
県
護
國

6

神
社
慰
霊
大
祭
も
通
常
ど
お
り
催
行

さ
れ
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
様
に
ご

参
列
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

倉
敷
護
國
神
社
春
の
慰
霊

祭
を
開
催

倉
敷
市
遺
族
連
合
会
で
は
、
旧
倉

敷
地
区
の
出
身
の
三
千
四
百
余
柱
の

英
霊
に
感
謝
の
誠
を
捧
げ
る
た
め
、

４
月

日
、
阿
智
神
社
境
内
に
あ
る

21

「
倉
敷
護
國
神
社
」
に
お
い
て
春
の

慰
霊
祭
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
当
日

は
、
各
学
区
会
長
や
女
性
部
長
ら
合

計

名
が
参
加
し
盛
大
に
実
施
す
る

60
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
靖
國
カ
レ
ン
ダ
ー
」

～
令
和
７
年
版
申
込
受
付
中
～

令
和
７
年
版
か
ら
印
刷
費
の
値
上

が
り
等
の
た
め
、
販
売
金
額
が
値
上

が
り
し
て
お
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご

家
庭
に
掲
げ
て
ご
活
用
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

■
サ
イ
ズ
縦

×

横

･

42

29

7
cm

■
中
綴
じ
タ
イ
プ

カ
ラ
ー
写
真

■
窓
口
販
売

７
０
０
円
／
部

■
注
文
販
売
（
送
料
無
料
）

・
１
０
０
部
未
満
６
０
０
円
／
部

・
１
０
０
部
以
上
５
５
０
円
／
部

■
申
込
先

英
霊
に
こ
た
え
る
会
岡

山
県
本
部
（
護
國
神
社
内
）

電
話:

-
２-

３
０

0
8
6

2
7

1
7

遺
族
会
の
動
き

［
令
和
６
年

月
］

9

日

岡
山
陸
軍
墓
地
秋
季
彼
岸
祭

19

（
岡
山
市
北
区
津
高
）

日

備
前
市
戦
没
者
追
悼
式

21

（
備
前
市
市
民
セ
ン
タ
ー
）

日

県
連
盟
常
任
理
事
会

26

（
岡
山
平
和
祈
念
館
）

日

玉
野
市
戦
没
者
追
悼
式

27

（
玉
野
市
総
合
体
育
館
）

［
令
和
６
年

月
］

10

日

県
戦
没
者
秋
季
慰
霊
祭

5

（
護
國
神
社
）

日

県
護
國
神
社
秋
季
慰
霊
大
祭

6

（
護
國
神
社
）

６
～
７
日

日
本
遺
族
会
中
国
四

国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
高
知
市
）

日

津
山
市
戦
没
者
追
悼
式

17

（
津
山
総
合
体
育
館
）

日

県
連
盟
理
事
会

31

（
県
連
盟
大
会
議
室
）

［
令
和
６
年

月
］

11

６~

８
日
「
岡
山
の
塔
」
戦
没
者
追

悼
式
／
沖
縄
戦
跡
慰
霊
巡
拝

日

岡
山
県
遺
族
代
表
者
大
会

30（
岡
山
芸
術
創
造
劇
場
ハ
レ
ノ
ワ
）

【
編
集
後
記
】

昨
年
は
台
風
襲
来
で
全
国
戦
没
者
追
悼

式
に
参
列
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年

は
、
無
事
に
参
列
で
き
ま
し
た
。
岡
山
県

の
席
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
お
側
近
く

で
、
皆
さ
ん
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

遺
族
通
信
は
、
皆
様
の
情
報
発
信
に
も

活
用
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
増
本
）


